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国民健康保険 国民健康保険 
統一地方選の 
選挙期日が決定 
統一地方選の 
選挙期日が決定 
宝くじは様々な地域活動に 

役立てられています 



　
４
月
か
ら
、出
産
時
に
お
け
る
医
療
機

関
（
病
院
）へ
の
支
払
い
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、出
産
育
児
一
時
金（
３５
万
円
）の
内
か

ら
出
産
費
分
を
、市
役
所
か
ら
直
接
医
療

機
関
に
振
り
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
希
望
者
は
、出
産
予
定
日
の
１
ヵ
月
前
か

ら
「
出
産
育
児
一
時
金
事
前
請
求
」
の
申
請

が
で
き
ま
す
。 

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
世
帯
主
と
出
産
予
定
者
分
） 

▼
母
子
手
帳（
出
産
予
定
日
を
記
入
）　
▼
印
鑑 

国民健康保険 国民健康保険 
4月から、出産育児一時金が 
病院の支払いに直接回せます 

M
in
a
m
i A
lp
s
 C
ity

妊
娠
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
に
よ
る
精
算
ま
で
の
流
れ 

申
請
時
に
必
要
な
も
の 

「出産育児一時金の受取代理申請書」 
の受取代理欄への記入依頼と交付 

分娩費請求書と出生証明書の交付 

差額の支払い 
※出産育児一時金の上限（３５万円) 
　を上回った場合 

被保険者 医療機関 
（病院） 

⑧分娩行為 

分娩 妊娠 

南アルプス 
市役所 

「
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
申

請
書
」の
申
請
と
交
付 

「
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
申

請
書
」の
提
出（
予
定
日
の
１
ヵ
月
前
） 

差
額
の
支
給 

※
出
産
育
児
一
時
金
の
上
限（
３５
万
円
）

　
を
下
回
っ
た
場
合 

請求書を受理したことの連絡 

分娩費請求書と出生証明書の写しを送付 

分娩請求額を支給 
※３５万円まで（出産育児一時金の上限） 

① ⑧ 

② ⑥ 

③ ⑪ 

④ 

⑪ 

⑤ 

⑨ 

⑦ 

⑩ 

⑨ 
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今
ま
で
７０
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
は
、月
ご
と
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を

超
え
た
場
合
に
、高
額
療
養
費
と
し
て
超
過
し
た
部
分
を
国
保
か
ら
給
付
し
て
い
ま
し

た
が
、４
月
か
ら
は
、医
療
機
関
の
窓
口
で
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、申
請
を
し
て
い

た
だ
く
と
、ひ
と
月
に
１
つ
の
医
療
機
関
で
限
度
額
以
上
の
支
払
い
を
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。 

７０
歳
未
満
の
方 

４
月
か
ら
入
院
時
の
支
払
い（
月
々
）を
、 

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す 

3月31日まで 

患
　
者 

医
療
機
関 

国
　
保 

自己負担分を支払い 

限度額を超える分を 
支払い 

限度額適用認定証を 
交付 

後日、国保に申請 

数カ月後、限度額を超える分を支給 

限度額適用認定証を提示すると限度額までの支払い 

患
　
者 

医
療
機
関 

国
　
保 

限度額適用認定証の 
交付申請 

4月1日から 

限度額適用認定証の交付を受けてください 

自己負担限度額 ［月額］ 

●外来や複数の医療機関への支払いで限度額を超える場合は、これまでどおり後から申請し
て給付を受けるかたちになります。●入院時の食事代や保険がきかない差額ベット料は支給
の対象外となります。 

※1 基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯に当たります。 
※2 過去12カ月間に、一つの世帯での支給が4回以上あった場合は、4回目以降の限度額を超えた分が支給されます。 

自己負担限度額は、所得区分によって異なります。入院される場合は、限
度額適用認定証の交付申請を、市役所の国保窓口で行ってください。 

●住民税非課税世帯（世帯主と国保被保険者全員）の方で、過去1年間で91日以上入
　院している場合、申請により入院時の食事代が更に減額されます。入院日数のわか　
るもの（領収書等）を一緒にお持ちください。 

・国民健康保険者証 
・印鑑 

【申請時に必要なもの】 

所得区分 3回目まで 4回目以降 

一般 

上位所得者 ※1

※2

住民税非課税世帯 

80,100円 ＋ 

150,000円 ＋ 

35,400円 

44,400円 

83,400円 

24,600円 

医療費が267,000円を超えた場合は、
その超えた分の1％ （ ） 
医療費が500,000円を超えた場合は、
その超えた分の1％ （ ） 
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山梨県議会議員一般選挙 
南アルプス市選挙区 

山梨県議会議員一般選挙の投開票日は、4月8日（日）です。 

南アルプス市長選挙及び南アルプス市議会議員補欠選挙の 
投開票日は、4月22日（日）です。 

これまでは、中巨摩選挙区（定数８）でしたが、新しく南アルプス市選挙区（定数３）で実施
されます。告示は３月30日（金）です。 

立候補予定者説明会を、次のとおり実施します。 

日　時：3月2日（金）　午前9時30分～ 
場　所：南アルプス市役所3階大会議室 
※出席者は、1候補者につき3名以内としてください。 

南アルプス市長選挙 
南アルプス市議会議員補欠選挙 

日　時：3月17日（土） 
　市議会議員補欠選挙　午前9時30分～ 
　市長選挙　　　　　　午後1時30分～ 
場　所：南アルプス市役所3階大会議室 
※出席者は、1候補者につき3名以内としてください。 

統一地方選の選挙期日が決定 統一地方選の選挙期日が決定 

●南アルプス市選挙管理委員会　1（282）1111

●コミュニティ助成事業についてのお問い合わせは、企画課  1（282）6073 まで 

　財団法人自治総合センターが

宝くじの普及広報事業として行う

コミュニティ助成事業の助成金を

受けて、平成18年度は、雨鳴太鼓、

長清太鼓及び高尾区の神楽の備

品整備を行いました。 

　これらの備品は、伝統芸能等の

地域活動を通じた地域の活性化

や青少年の育成に寄与されてい

ます。 

宝くじは様々な地域活動に 
役立てられています 

宝くじは様々な地域活動に 
役立てられています 

高尾区の神楽衣装 高尾区の神楽面 

長清太鼓の太鼓セット 雨鳴太鼓の太鼓セット 
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情
報
ひ
ろ
ば 
情
報
ひ
ろ
ば 

【
福
祉
関
係
】 

○
宮
川 

晋
爾 

様
（
甲
府
市
）　 

１
０
０
万
円 

○
豊
小
学
校
児
童
会
　
　
　
車
い
す
２
台 

【
自
然
環
境
保
護
関
係
】 

○
櫻
田 

泰
富 

様
（
下
市
之
瀬
）
　
　 

２
万
円 

【
地
域
防
犯
関
係
】 

○
東
京
電
力（
株
）山
梨
支
店 

　
甲
府
支
社 

様
　
　
　
　 

防
犯
灯 

35
灯 

　
次
の
方
々
か
ら
各
種
市
政
運
営
の
た
め

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

お
知
ら
せ 

４
月
か
ら
市
役
所
業
務
は 

午
後
５
時
３０
分
ま
で
と
な
り
ま
す 

 

　
現
在
、市
役
所
の
開
庁
時
間
は
本
庁
、支

所
と
も
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

平
成
１９
年
度 

交
通
災
害
共
済
受
付
中 

　
自
宅
に
郵
送
さ
れ
た
交
通
災
害
申
込
用

紙
で
各
金
融
機
関
へ
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。 

納
入
場
所
　
各
金
融
機
関
、巨
摩
野
農
協
、 

　
　
　
　
　
市
役
所
会
計
課
、各
支
所 

納
入
期
限
　
３
月
１５
日（
木
） 

※
納
入
期
限
を
過
ぎ
て
も
随
時
加
入
が
で

　
き
ま
す
。 

分
ま
で
で
す
が
、４
月
か
ら
は
１５
分
延
長

し
て
、午
後
５
時
３０
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、夜
間
サ
ー
ビ
ス
は
、現
行
ど
お
り

毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時
ま
で
で
す
。 

お
問
合
せ
　
総
務
課 1（

２
８
２
）１
１
１
１ 

お
問
合
せ
　
市
民
生
活
課 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

　
４
月
に
小
学
校
及
び
中
学
校
へ
入
進
学

す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、県

と
市
か
ら
支
度
金
と
し
て
、児
童
１
人
に

つ
き
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。 

※
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。 

※
申
請
書
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。 

※
印
鑑
、「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

　
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。 

支
給
要
件（
平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
） 

○
南
ア
ル
プ
ス
市
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と 

○
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童

　
を
育
て
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ひ
と
り

　
親
家
庭
の
親（
父
母
の
い
な
い
児
童
の

　
養
育
者
を
含
む
）で
あ
る
こ
と 

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

申
請
期
限
　
３
月
３０
日（
金
）ま
で 

※
３
月
３１
日
は
土
曜
日
の
た
め
、受
付
で

　
き
ま
せ
ん
。 

申
請
場
所
　
子
育
て
支
援
課 

　
　
　
　
　
各
支
所
　
市
民
福
祉
課 

ひ
と
り
親
家
庭
入
進
学
支
度
金
の 

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
な
ら
、安

心
・
便
利
・
お
得
な「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

国
民
年
金
保
険
料
は 

口
座
振
替
が
お
得
で
す 

　
平
成
１９
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
４
、１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
の
「
口
座
振
替
・
早
割
」
、「
口

座
振
替
・
前
納
」
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
早

め
に
竜
王
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、金

融
機
関
窓
口
及
び
国
保
年
金
課
で
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
み
か
ら
振
替
開

始
ま
で
約
２
ヵ
月
か
か
り
ま
す
の
で
、お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

口
座
振
替
　
３
、５
５
０
円
の
割
引 

納 

付 

書
　
３
、０
０
０
円
の
割
引 

○
１
年
分
一
括
納
付
に
し
た
場
合 

口
座
振
替
　
９
６
０
円
の
割
引 

納 

付 

書
　
６
９
０
円
の
割
引 

○
６
ヵ
月
分
一
括
納
付
に
し
た
場
合 

口
座
振
替
　
１
ヵ
月
５０ 
円
の
割
引 

納 

付 

書
　
制
度
な
し 

○
「
口
座
振
替
・
早
割
」（
当
月
末
引
き
落

　
と
し
）に
し
た
場
合 

開
催
日
　
３
月
１９
日（
月
）甲
西
支
所 

　
　
　
　
３
月
２９
日（
木
）若
草
支
所 

時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

　
　
　
　
午
後
１２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

献
血
に
ご
協
力
を
！ 

お
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課 

1（
２
８
２
）７
２
９
３ 

お
問
合
せ
　
健
康
増
進
課 

1（
２
８
４
）６
０
０
０ 

お
問
合
せ
　
国
保
年
金
課 

1（
２
８
２
）７
２
４
８ 

　
市
役
所
閉
庁
日
の
対
応
と
し
て
、各
支

所
に
日
直
１
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、

支
所
で
の
取
扱
件
数
が
非
常
に
少
な
い
た

め
、各
支
所
の
日
直
業
務
を
４
月
か
ら
廃

止
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、休
祭
日
等
の
閉
庁
日
に

お
け
る
戸
籍
等
の
届
出（
婚
姻
届
、死
亡
届

な
ど
）の
受
理
は
、本
庁
の
み
と
な
り
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

各
支
所
の
日
直
業
務
を 

４
月
か
ら
廃
止
し
ま
す 

【
割
引
制
度
の
比
較
】 
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新
年
度 

重
度
心
身
障
害
児（
者
）等 

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
回
数 

乗
車
券
の
交
付
に
つ
い
て 

交
付
対
象
者 

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方 

1
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級 

　
１
級
〜
３
級
の
方 

2
療
育
手
帳
の
知
的
障
害
程
度
Ａ
の
方 

3
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方 

4
介
護
手
当
受
給
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る

　
要
介
護
老
人 

※
社
会
福
祉
施
設
入
所
者
、自
動
車
税
及

　
び
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
た
方
、

　
自
動
車
燃
料
費
助
成
金
を
受
け
た
方
は

　
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

※
募
集
案
内
及
び
申
込
書
の
配
布
は
、人

　
事
課
窓
口
で
行
い
ま
す
。 

申
込
締
切
　
　 

３
月
１３
日（
火
） 

採
用
試
験
日
　 

３
月
１５
日（
木
） 

1
保
健
師﹇
有
資
格
﹈　
１
人 

　
保
健
相
談
及
び
事
務

2
手
話
通
訳
者﹇
有
資
格
﹈　
１
人 

　
福
祉
窓
口
業
務
及
び
一
般
事
務 

3
学
芸
員﹇
有
資
格
﹈　
　
　
１
人 

　
美
術
館
の
業
務
及
び
一
般
事
務 

4
栄
養
士﹇
有
資
格
﹈　
　
　
１
人 

　
小
中
学
校
の
給
食
業
務 

5
生
活
保
護
自
立
支
援
員
　
１
人 

　
生
活
保
護
者
の
就
労
相
談
等 

6
調
理
員
　
　
　
　
　
　
若
干
名 

　
学
校
給
食
の
調
理
、運
搬
等
業
務 

受
　
付
　
３
月
２６
日（
月
）〜 

持
ち
物
　
各
種
手
帳
・
印
鑑 

お
問
合
せ
　
福
祉
課 1（

２
８
２
）６
１
９
７ 

申
込
・
お
問
合
せ
　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
係 

1（
２
３
１
）２
７
２
２ 

お
問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

1（
２
８
２
）６
６
３
３ 

お
問
合
せ 

樹
園
　
　
　
　 

1（
２
８
５
）４
１
３
１ 

や
ま
な
み
の
湯 

1（
２
８
０
）３
３
４
０ 

募
　
集 

申
込
・
お
問
合
せ
　
農
業
振
興
課 

1（
２
８
２
）６
２
０
７ 

申
込
・
お
問
合
せ
　
広
聴
広
報
課 

1（
２
８
２
）６
０
７
４ 

職
種
及
び
募
集
人
員
等 

受
付
・
お
問
合
せ
　
人
事
課 

1（
２
８
２
）６
０
８
４ 

市
臨
時
職
員
等（
４
月
〜
） 

　
畑
づ
く
り
で
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

利
用
規
則
　 

○
収
穫
し
た
農
産
物
は
自
家
消
費
し
、販

　
売
し
な
い
こ
と
。 

○
果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
は
栽
培
し
な

　
い
こ
と
。 

汗
か
き
農
園
利
用
者 

　
各
種
統
計
調
査
の
調
査
票
の
配
布
・
回

収
な
ど
の
統
計
調
査
業
務
に
従
事
で
き
る

方
を
随
時
募
集
し
ま
す
。
調
査
員
候
補
者

と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、統
計

調
査
を
実
施
す
る
際
に
推
薦
し
ま
す
。
報

酬
は
基
準
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。 

応
募
資
格 

○
２０
歳
以
上
で
、期
間
中
に
調
査
活
動
に

　
専
念
で
き
る
方 

○
秘
密
保
持
の
で
き
る
方 

○
調
査
区
域
内
の
移
動
が
で
き
る
方 

平
成
19
年
度
統
計
調
査
基
準
日 

○
商
業
統
計
調
査（
６
月
１
日
） 

○
就
業
構
造
基
本
調
査（
１０
月
１
日
） 

○
工
業
統
計
調
査（
１２
月
３１
日
） 

○
住
宅
土
地
統
計
準
備
調
査（
２
月
１
日
） 

○
そ
の
他
労
働
力
調
査
等 

各
種
統
計
調
査
員
候
補
者 

（
登
録
者
制
度
） 

　
温
泉
入
浴
指
導
員
に
よ
る
、入
浴
時
の

事
故
防
止
や
、心
と
体
を
元
気
に
す
る
入

浴
活
用
術
を
学
び
ま
す
。 

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム 

農
機
具
取
り
扱
い
講
習
会 

樹
園
・
や
ま
な
み
の
湯 

「
正
し
い
入
浴
方
法
」
講
習
会 

開
催
日
　
３
月
１９
日（
月
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時 

集
合
場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
お
お
む
ね
５５
歳
以
上
の
方 

定
　
員
　
１５
名 

締
　
切
　
３
月
９
日（
金
） 

湧
暇
李
の
里
・
樹
園
　 

３
月
１４
日（
水
） 

や
ま
な
み
の
湯
　
　
　
３
月
１６
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
３
時
〜（
約
４０
分
間
） 

募
集
人
員
　
各
先
着
４０
名 

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、入
館
料
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。 

※
記
念
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

信
玄
公
祭
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

業
務
内
容
　
信
玄
公
祭
り
エ
リ
ア
内
の
人

　
員
及
び
交
通
整
理
等
に
関
す
る
業
務 

募
集
人
員
　
１
０
０
名 

日
　
　
時
　
４
月
７
日（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
３
時
〜
８
時 

応
募
資
格
　
原
則
と
し
て
１８
歳
以
上 

応
募
締
切
　
３
月
８
日（
木
）必
着 

 

場
　
所
　
百
々
字
宮
前
地
内 

附
属
施
設
　
休
憩
施
設
・
灌
漑
施
設
・
駐
車
場 

利
用
料
　
１
　
当
た
り
４
０
０
円 

　
　
　
　（
１
区
画
２５ 
　
〜
５２ 
　
） 

利
用
期
間
　
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
末 

　
　
　
　
　（
更
新
可
） 

申
込
期
間
　
３
月
１５
日
〜
３
月
３０
日 

㎡ 

㎡ 

㎡ 
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Information

お
問
合
せ
　
介
護
福
祉
課 

1（
２
８
２
）６
１
７
９ 

お
問
合
せ
　
桃
源
文
化
会
館 

1（
２
８
４
）３
４
１
１ 

お
問
合
せ
　
国
際
交
流
協
会 

1（
２
８
０
）８
３
４
５ 

認
知
症
予
防
講
演
会 

イ
ベ
ン
ト
・
教
室 

　
認
知
症
は
予
防
で
き
、軽
度
の
症
状
な

ら
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
演
会
で
は
、認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

予
防
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学

び
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。 

桃
源
文
化
会
館
ホ
ー
ル
開
放
事
業 

『F
re
e
 S
ta
g
e
 in
 T
O
G
E
N

』 

　
市
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、ロ
ッ
ク
か
ら
ク

ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

を
披
露
し
ま
す
。 

国
際
交
流
協
会 

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座（
全
３
回
） 

１
日
目
　
中
国 

　
　
　
　
講
師
　
依
田
美
樹
さ
ん 

２
日
目
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

　
　
　
　
講
師
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・ 

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ェ
フ
コ
ッ
ト
さ
ん 

３
日
目
　
ブ
ラ
ジ
ル 

　
　
　
　
講
師
　
永
井
寛
治
さ
ん 

■
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
テ
ー
ジ（
バ
ン
ド
等
） 

　
３
月
１７
日（
土
）　
午
前
１０
時
〜 

■
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
テ
ー
ジ（
ダ
ン
ス
等
） 

　
３
月
１８
日（
日
）　
午
前
１０
時
〜 

■
フ
ォ
ー
マ
ル
ス
テ
ー
ジ（
ク
ラ
シ
ッ
ク
全
般
）

　
３
月
１８
日（
日
）　
午
後
２
時
〜 

開
催
日
　
３
月
２２
日（
木
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
　
所  

桃
源
文
化
会
館 

演
　
題
　
認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
ろ
う 

講
　
師
　
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所 

矢
冨
直
美
　
氏 

開
催
日
　
３
月
６
、１３
、２０
日（
火
） 

時
　
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
講
師
の
出
身
地
域
の
話
や
、日

　
本
と
の
関
係
、歴
史
背
景
な
ど
。
ま
た
、

　
簡
単
な
語
学
練
習
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

場
　
所
　
桃
源
文
化
会
館 

入
場
料
　
無
料 

お
問
合
せ  

観
光
商
工
課
　 

1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

開
催
日
　
３
月
１０
日（
土
）、２２
日（
木
） 

時
　
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
１０
日
　
働
く
婦
人
の
家 

　
　
　
　
２２
日
　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど
の
相
談 

お
問
合
せ 

  

盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

1（
２
２
６
）３
３
６
１ 

開
催
日
　
３
月
１７
日（
土
）、１８（
日
） 

時
　
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
山
梨
県
立
盲
学
校 

　
　
　
　（
甲
府
市
下
飯
田
２-

１０-

２
） 

※
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い 

春
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会 

お
問
合
せ 

  

ろ
う
学
校「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の 

　
　
　
　
　
　
　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」 

1
０
５
５
３（
２
２
）１
３
７
８ 

開
催
日
　
３
月
２１
日（
祝
）、２２
日（
木
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

場
　
所
　
山
梨
県
立
ろ
う
学
校 

　
　
　
　（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
） 

※
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い 

春
休
み
子
ど
も
の 

｢

き
こ
え｣

と｢

こ
と
ば｣

相
談
会 

お
問
合
せ  

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
　 

1（
２
７
８
）１
１
０
０ 

開
催
日
　
３
月
６
日（
火
）、４
月
１７
日（
火
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

社
会
保
険
相
談 

お
問
合
せ  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　 

1（
２
８
２
）７
３
４
７ 

日
　
時
　
３
月
１３
日（
火
） 

時
　
間
　
午
前
１０
時
〜
１２
時 

場
　
所
　
市
役
所
本
庁
舎 

相
談
員
　
理
学
療
法
士 

　
高
齢
者
等
の
家
庭
で
の
リ
ハ
ビ
リ
指
導

や
安
心
自
立
を
促
す
住
宅
改
修
相
談
を

行
い
ま
す
。 

※
在
宅
介
護
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

住
宅
改
修
相
談
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談 

（
要
予
約
） 

お
問
合
せ  

市
民
生
活
課
　 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

行
政
相
談 

開
催
日
　
1
３
月
１６
日（
金
）芦
安･

甲
西 

　
　
　
　
2
４
月
６
日（
金
）八
田
・
若
草 

時
　
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
　
所
　
1
芦
安
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
2
八
田
支
所
・
若
草
支
所 

相
　
談  

（
無 

料
） 

開
催
日
　
３
月
９
日（
金
）、２３
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
４
時 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

※
予
約
は
３
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

※
相
談
回
数
は
、年
１
回
で
す
。 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
） 
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開
催
日
　
３
月
４
日（
日
） 

時
　
間
　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
　
所
　
八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館 

開
催
日
　
３
月
１１
日（
日
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

集
　
合
　
櫛
形
総
合
体
育
館（
１０
分
前
） 

行
き
先
　
市
川
三
郷
町
か
ら
豊
富
郷
土

　
資
料
館
経
由
山
梨
県
立
博
物
館 

1
記
念
講
演
「
御
勅
使
川
の
原
風
景
」 

　
〜
信
玄
伝
承
の
治
水
事
業
に
迫
る
〜 

　
市
教
委
・
文
化
財
課
　
　 

斎
藤
秀
樹
氏 

2
会
員
研
究
「
西
郡
の
事
情
」 

　
〜
川
と
暮
ら
し
〜 

　
甲
西
地
区
郷
土
研
究
部
　
古
屋
兼
雄
氏 

南
ア
ル
プ
ス
市
文
化
協
会 

郷
土
研
究
部
研
究
発
表
大
会 

練
習
日
　
毎
週
水
・
金
曜
日 

時
　
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

場
　
所
　
櫛
形
総
合
体
育
館 

少
林
寺
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集 

櫛
形
地
区
郷
土
研
究
部 

小
さ
な
旅
の
ご
案
内 

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ 

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集 

練
習
日
　
毎
週
火
・
金
曜
日 

時
　
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

場
　
所
　
櫛
形
武
道
館 

甲
西
地
区
文
化
協
会
読
書
部 

部
員
募
集 

開
催
日
　
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日 

　
※
５
月
２２
日
〜
８
月
２１
日
ま
で
は
休
部 

時
　
間
　
夏
季（
農
繁
期
） 

　
　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

　
　
　
　
冬
季（
農
閑
期
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
「
奥
の
細
道
」
平
成
１９
年
度
〜 

講
　
師
　
元
巨
摩
高
校
教
諭
石
川
安
雄
氏 

申
込
・
お
問
合
せ
　
相
原
さ
ん 

1（
２
８
２
）５
８
５
３ 

申
込
・
お
問
合
せ
　
内
藤
さ
ん 

1（
２
８
２
）０
１
４
５ 

申
込
・
お
問
合
せ
　
深
沢
さ
ん 

1（
２
８
２
）１
０
７
７ 

芦
安
そ
ば
の
会
「
甲
斐
ケ
峰
庵
」 

そ
ば
打
ち
体
験
教
室（
要
予
約
） 

開
催
期
間
　
４
月
１
日
〜
１１
月
４
日 

　
　
　
　
　（
毎
月
第
１
日
曜
日
） 

時
　
間
　
午
前
１０
時
〜 

場
　
所
　
南
ア
ル
プ
ス
ふ
れ
あ
い
館 

参
加
料
　
１
回
　
１
０
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
可
） 

お
問
合
せ（
午
後
７
時
以
降
） 

　
伊
藤
さ
ん
　
1（
２
８
８
）２
１
５
６ 

申
込
・
お
問
合
せ
　
藤
巻
さ
ん 

1（
２
８
２
）１
７
６
８ 

生
涯
学
習
講
座
等
の 

ご
案
内 

生
涯
学
習
課 

1（
２
８
２
）７
７
７
８ 

5（
２
８
２
）６
４
２
７ 

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
・ 

市
民
大
学
講
師
の
募
集 

　
専
門
知
識
、技
術
、特
技
、資
格
、経
験
を

お
持
ち
の
方
で
、市
内
の
団
体
、個
人
等
に

対
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
学
習
指
導

ま
た
は
援
助
の
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

題
　
名
　
ラ
イ
ア
ン
を
探
せ 

開
催
日
　
３
月
２３
日(

金) 

時
　
間
　
開
場
　
午
後
２
時
〜 

　
　
　
　
上
映
　
午
後
２
時
３０
分 

場
　
所
　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

定
　
員
　
３
５
０
名（
入
場
無
料
） 

応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
の
み 

　
　
　
　
　（
３
月
１４
日
必
着
） 

【
往
信
用
あ
て
先
】〒
４
０
０-

０
４
９
２ 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
鮎
沢
１
２
１
２
　 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　
行 

【
往
信
用
裏
面
】
1
郵
便
番
号
　
2
住
所

　
3
氏
名
　
4
電
話
番
号 

【
返
信
用
あ
て
先
】
1
郵
便
番
号 

　
2
住
所
　
3
氏
名 

【
返
信
用
裏
面
】何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

①
パ
ソ
コ
ン
教
室（
甲
西
） 

内
　
容
　
ワ
ー
ド
の
基
礎（
初
心
者
対
象
） 

開
催
日
　
３
月
１３
日（
火
）〜
１６
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

募
集
人
員
　
２０
名 

受
講
料
　
５
、０
０
０
円（
１２
時
間
授
業
） 

受
付
期
間
　
３
月
１
日
〜
７
日 

②
パ
ソ
コ
ン
教
室（
芦
安
） 

内
　
容
　
ワ
ー
ド
の
基
礎（
初
心
者
対
象
） 

開
催
日
　
３
月
１３
日（
火
）〜
１６
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
９
時 

場
　
所
　
芦
安
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

※
当
選
整
理
券
１
枚
で
３
人
ま
で
入
場
で

　
き
ま
す
。
必
ず
整
理
券（
ハ
ガ
キ
）を
お

　
持
ち
く
だ
さ
い
。 

募
集
人
員
　
２０
名 

受
講
料
　
３
、０
０
０
円（
８
時
間
授
業
） 

受
付
期
間
　
３
月
１
日
〜
７
日 

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。 

春
休
み
子
ど
も
映
画
会 

一
般
講
座 
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入札日 場　所  請　負　者  請負金額（円） 工　事　名 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  5日 

1月  9日 

1月  9日 

1月  9日 

1月15日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月18日 

1月23日 

1月23日 

1月23日 

1月23日 

1月23日 

1月23日 

御勅使南工業団地造成事業市道八田１６３号線測量設計業務委託 

東落合地内線測量設計業務委託 

十五所２７号線排水側溝整備工事 

農道十日市場北林線道路改良工事 

市道白根２２号線道路維持工事 

白根１号水路補修工事 

飯丘５４号線道路改良工事 

桃園２６号線舗装本復旧工事 

今諏訪地区舗装本復旧工事 

農道和泉地内線舗装新設工事 

平成１９年度健康づくり日程表印刷業務 

櫛形甲西増穂線植栽工事 

地方病溝渠改修工事（農道南湖３３・３４号線） 

下市之瀬２０号線道路改良工事 

御勅使南工業団地調整池工事 

公共下水道管渠内面補修 

西南湖東南湖線歩道設置工事 

市単土地改良事業 災害関連上ノ東農道復旧工事 

櫛形２８号線道路改良工事２工区 

百田１２２号線道路改良水路設置工事 

市道白根２９号線道路維持工事 

公共下水道管渠布設工事（徳永１工区） 

市道古屋敷西河原線道路維持工事 

市道飯野３３号線道路維持工事 

市道八田１２号線道路維持工事 

南アルプス市議会だより「第１５号」印刷業務 

平成１９年度版ごみ収集カレンダー印刷業務 

平成１９年度予算及び同説明書他印刷業務 

鏡中条体育館床改修工事 

白根百田小学校グラウンド改修工事 

若草生涯学習センター駐車場整備 

若草生涯学習センター駐車場電気設備工事 

文化財調査事務所可動式棚他一式購入 

文化財調査事務所マップケース他一式購入 

文化財調査事務所展示ケース一式購入 

野牛島地内 

落合地内 

吉田地内 

十日市場地内 

塩前地内 

有野地内 

飯野新田地内 

桃園地内 

上・下今諏訪地内 

和泉地内 

健康増進課 

落合地内 

東南湖地内 

下市之瀬地内 

野牛島地内 

市内 

西南湖地内 

塚原地内 

吉田地内 

百々地内 

下今諏訪地内 

徳永地内 

芦安芦倉地内 

飯野地内 

徳永地内 

議会事務局 

環境課 

財政課 

鏡中条地内 

百々地内 

寺部地内 

寺部地内 

野牛島地内 

野牛島地内 

野牛島地内 

(株)シビックデザイン 

(有)測人 

(株)石川工務所 

(有)嶋田工務店 

(有)丸利森本建設 

山本建設(株) 

(株)杉山工務所 

(株)加藤土建 

(株)輪田道路 

高野工業(株) 

(有)新星堂印刷 

名取造園土木 

村松興業 

(有)野呂瀬建設 

清水建設興業(株) 

クリーンヘルス(株) 

(有)野田組 

(株)石川工務所 

(株)横内 

荒井建設(株) 

(有)清栄工業 

(有)新生工業 

(有)丸利森本建設 

(株)杉山工務所 

(有)三友建材土木 

(有)清水印刷 

(有)新星堂印刷 

(有)クリップ 

不調 

中沢建設(株) 

(株)深澤建材 

(有)石川電気商会 

(株)正直堂 

シマヤ書店 

(有)丸栄商事 

3,570,000  

2,772,000  

3,024,000  

2,919,000  

4,777,500  

4,462,500  

2,572,500  

3,339,000  

4,567,500  

2,856,000  

1,149,750  

5,827,500  

13,261,500  

7,770,000  

50,925,000  

2,415,000  

3,181,500  

2,184,000  

4,987,500  

4,504,500  

4,546,500  

2,278,500  

2,100,000  

3,759,000  

3,496,500  

831,600  

3,564,750  

1,573,845  

 

25,410,000  

15,855,000  

9,154,950  

18,885,300  

760,200  

4,809,000 

お問合せ　管財契約課　1（282）6092

3月1日～7日は、春季火災予防運動週間です。「消さないで　あなたの心の　注意の火」 

入札結果 

Information
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MY Town
Topics

市内のできごと 

金婚祝賀会 
第４回 南アルプス市 

　市内の結婚50周年を迎えた夫妻を対象に、金婚祝賀会を開
催しました。今回の対象者は、昭和31年に入籍した夫妻で、市
の募集に対し47組の申請があり、祝賀会に出席した38組は、落
語ができる音楽家・立川志隆さんのステージを楽しみました。 
　ちなみに50年前の流行歌は、「哀愁列車」（三橋美智也）、流
行語には「愚連隊」や「太陽族」「デイト」などがありました。 

1月24日(水) [桃源文化会館］ 

映画「１リットルの涙」の上映会と 
講演会を開催 

白根東小学校ＰＴＡ 

　白根東小学校のＰＴＡは、全国で頻発している「いじめ」による
自殺問題に対し、子どもや保護者、地域が一体となって取り組み、
「命の大切さ」「生きることの意味」を見つめ直そうと全体集会
を開きました。木藤亜也さんの闘病生活を描いた映画「１リットル
の涙」を上映した後、亜也さんの母親で「いのちのハードル」の
著者、木藤潮香さんが「ひとつしかない命」と題して講演し、児童
や保護者などに、いじめのつらさや命の大切さを訴えました。 

1月25日(木) [白根東小学校体育館］ 

　政策方針決定の場へ参画する機会を持つことで、市政への関心
を高めていこうと、女性団体連絡協議会は市と共催して「一日女性
議会」を開催しました。これは隔年で実施しており、議員は一般公
募の5名を含む各種団体の代表28名で、2回目となります。市女性
団体連絡協議会前会長の内藤斐子さんが議長となって始まった本
会議では、石川市長が市政方針について述べた後、11人の議員が
登壇して、介護保険制度や環境問題、子育て支援や高齢者対策等
について一般質問を行いました。 

一日女性議会 
2月7日(水)［市役所議場］ 
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市内のできごと 

設立15周年記念式典 

　生命の貯蓄体操は東洋の養生術から「健康づくり体操」とし
て全国に普及されています。山梨県内では、現在唯一、南アルプ
ス支部が設立されており、約400人の会員が活発に活動してい
ます。 
　式典では、加藤綾子支部長が生命の貯蓄体操普及会本部か
ら表彰されたほか、長年功績のあった各道場長（指導者）や会員
に感謝状や花束が贈られました。また、体験発表と全国競技大
会のビデオ上映がされるなど盛大に開催されました。 

2月4日(日)　櫛形生涯学習センター 

大規模改造工事が終了 
白根百田小学校の校舎と体育館の 

　築後22年が経過し、老朽化による施設の機能改善と教育
環境の質的な向上を図るため、大規模改造工事が行われま
した。総事業費は約3億8,000万円で、校舎の屋上には、市
内の小中学校では最大級の20KWの太陽光発電システムが
設置されました。 
　同校では、1月26日(金)に教育委員会から校舎管理の引継
ぎ式を行い、週末にはプレハブ校舎から引越しをしました。
児童たちは、木材がふんだんに使われた、温かみを感じる教
室や体育館で、気持ちよさそうに学校活動を行っています。 

完成は1月16日(火) 

産業立地事業費助成金を交付 
三甲(株)に 

2月6日(火)　南アルプス市役所 

生命の貯蓄体操普及会南アルプス支部 

　昨年の（株）代永製作所（八田地内）に続き、市内第2
号として三甲（株）に南アルプス市産業立地事業費助
成金、約1,900万円を交付しました。 
　三甲（株）（本社：岐阜県）は、市としては最初の誘致企業で、下今井と下今諏
訪地内（敷地面積約6.3ha）に平成17年12月、第１工場を建設しました。プラス
チック製物流資材等を製造し、従業員は現在25名、うち8割にあたる20名を市
内から雇用しています。また、今年9月の完成を目標に第2工場を建設中で、い
ずれは150名による業務体制を見込んでいます。 
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ふ
る
さ
と
の
誇
り 

日
本
で
二
番
目
に
高
い
山
… 

北
岳 

11間ノ岳から北岳山頂、甲斐駒ヶ岳を望む 

南アルプス開拓者としてレリーフが建立（広河原） 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
に
は
北
岳
、間
ノ
岳
、仙
丈
ケ

岳
、鳳
凰
三
山
と
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

が
あ
り
ま
す
。
当
市
か
ら
は
鳳
凰
山
・
櫛
形
山
・

夜
叉
神
峠
な
ど
前
衛
の
山
々
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て

全
貌
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
場
所
に
よ

り
わ
ず
か
に
北
岳
や
間
ノ
岳
、農
鳥
岳
の
頂
上

付
近
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
こ
に
は
、平
地
に
は
な
い
花
々
が
咲
き
乱
れ
、

山
を
彩
り
ま
す
。
今
回
は
日
本
で
二
番
目
に
高

い
山
・
北
岳（
３
、１
９
３
m
）と
そ
こ
に
咲
く
キ

タ
ダ
ケ
ソ
ウ
に
つ
い
て
探
っ
て
み
ま
す
。 

　
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、諸
行
無
常
の
響
き
あ

り
・・・
。
中
学
校
の
古
典
の
授
業
で
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
暗
記
を
す
る『
平
家
物
語
』の
冒
頭

部
分
で
す
。
そ
の『
平
家
物
語
』の
中
に
、甲
斐

の
白
根
が
登
場
し
ま
す
。一
ノ
谷
の
戦
い
で
捕
虜

と
な
っ
た
平
清
盛
の
三
男
重
衡
は
、鎌
倉
へ
護
送

さ
れ
る
途
中
、駿
河
国（
今
の
静
岡
県
岡
部
町
、

静
岡
市
周
辺
）ま
で
来
た
と
き
北
に
白
い
雪
山

を
見
ま
す
。 

　
「
宇
津
の
山
邊
の
蔦
の
道
、心
細
く
も
打
越

え
て
、手
越
し
を
過
ぎ
て
行
け
ば
、北
に
遠
ざ
か

つ
て
、雪
白
き
山
あ
り
。
問
へ
ば
甲
斐
の
白
根
と

い
ふ
。
そ
の
時
三
位
の
中
将
、落
つ
る
涙
を
抑
え

つ
ゝ｣

と
書
き
、次
の
短
歌
を
添
え
て
い
ま
す
。 

  

　
残
念
な
が
ら
、東
海
道
か
ら
北
岳
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、甲
斐
の
白
根
と
い

う
存
在
が
都
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。 

　
江
戸
時
代
の『
甲
斐
国
志
』に
も
北
岳
の
描

写
が
あ
り
ま
す
。「
此
ノ
山
ハ
本
州
第
一
ノ
高
山

ニ
シ
テ
西
方
ノ
鎮
メ
タ
リ
」で
始
ま
り
、大
加
牟

婆
池（
白
根
御
池
）の
伝
説
や
山
頂
の
様
子
も

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
に
な
っ
た

深
田
久
弥
は
、『
日
本
百
名
山
』の
中
で
「
富
士

山
の
大
通
俗
に
対
し
て
、こ
ち
ら
は
哲
人
的
で

あ
る
」
と
北
岳
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
日
本
の
近
代
登
山
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ

る
小
島
烏
水
や
木
暮
理
太
郎
ら
に
よ
っ
て
、日

本
の
名
山
が
世
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
信
仰
が
目
的
で
あ
っ
た
登
山
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
の
登
山
を
楽
し
ん
だ
外
国
人
宣
教
師
、Ｗ
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
功
績
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
は
明
治
35
年
、当
時
旧
芦
安
村
長
で

あ
っ
た
名
取
運
一
ら
の
協
力
を
得
て
、外
国
人
と

し
て
初
め
て
北
岳
の
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。

『
日
本
ア
ル
プ
ス
再
訪
』に
、「
有
名
な
諏
訪
湖
の

南
岸
か
ら
始
ま
り
〜
中
略
〜
富
士
山
の
西
の

太
平
洋
の
近
く
ま
で
至
る
三
角
形
の
大
山
塊

を
指
し
て
、私
は
《
南
ア
ル
プ
ス
》
と
呼
ん
だ
」
と

書
い
て
い
ま
す
。 

　
高
峰
北
岳
に
は
、固
有
の
高
山
植
物
が
幾
つ
か

生
育
し
て
い
ま
す
。キ
タ
ダ
ケ
ト
リ
カ
ブ
ト
、キ
タ

ダ
ケ
ヨ
モ
ギ
、キ
タ
ダ
ケ
デ
ン
ダ
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、何
と
い
っ
て
も
代
表
は
、世
界
に
こ
こ
に
し
か

咲
か
な
い
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
で
す
。こ
の
花
は
70
年

程
前
に
発
見
さ
れ
、登
山
シ
ー
ズ
ン
前
の
梅
雨
時
、

残
雪
の
残
っ
て
い
る
と
き
花
を
咲
か
せ
る
の
で
、な

か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

　
富
士
山
や
櫛
形
山
の
よ
う
に
、高
い
山
は
県

や
市
町
村
の
境
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
し
か
し
北
岳
は
ど
の
市
町
村
と
も
接
し

て
い
ま
せ
ん
。日
本
第
二
の
高
峰
北
岳
が
南
ア
ル

プ
ス
市
の
中
に
ド
ン
と
構
え
て
い
る
の
で
す
。 

　
北
岳
は
こ
の
よ
う
に
日
本
、世
界
に
誇
り
う

る
山
で
す
。
そ
し
て
今
、長
野
、静
岡
三
県
の
南

ア
ル
プ
ス
周
辺
市
町
村
は
、世
界
自
然
遺
産
登

録
と
い
う
大
き
な
目
標
を
た
て
た
の
で
す
。 

 

キタダケソウ 

惜
し
か
ら
ぬ
命
な
れ
ど
も
け
ふ
ま
で
に
、 

　
　
　
　
つ
れ
な
き
か
ひ
の
白
根
を
も
み
つ 
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E N J O Y
L I F E !

歴
史
を
探
り 

 

　
史
実
を
見
つ
け
出
す 

歴
史
研
究
家
　
平
山 

優
さ
ん 

　
東
京
出
身
の
私
は
、両
親
が
旧
大
和
村
出
身
の

た
め
幼
い
こ
ろ
か
ら
、両
親
に
連
れ
ら
れ
て
山
梨
に

来
ま
し
た
。
実
家
へ
来
る
と
お
墓
参
り
に
行
き
ま

す
。
景
徳
院
と
い
う
武
田
勝
頼
の
墓
が
あ
る
寺
で
、

両
親
か
ら
は
行
く
た
び
に
武
田
終
焉
に
ま
つ
わ
る

話
し
を
聞
か
さ
れ
た
り
、墓
を
見
た
り
し
て
育
ち
、

山
梨
の
歴
史
に
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。 

　
東
京
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
に
移
り
住
み
、県
史

編
纂
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、仕
事
以
外
の
時
間
は

ほ
と
ん
ど
歴
史
書
物
な
ど
の
調
べ
物
や
原
稿
の
執

筆
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
で
「
風
林
火

山
」
放
映
の
決
定
を
受
け
、あ
ら
ゆ
る
場
で
山
本

勘
助
や
武
田
信
玄
の
こ
と
が
話
題
に
上
が
り
、関

心
が
高
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
放
映
が
始
ま
り
多

く
の
方
が
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、依
頼
さ
れ
て
い
た
本
を
何
冊
か
出
版
し

ま
し
た
。こ
の
本
を
書
き
上
げ
る
た
め
に
あ
や
ふ
や

な
部
分
を
は
っ
き
り
し
た
く
て
資
料
を
調
べ
て
い

く
ん
で
す
が
、だ
ん
だ
ん
と
当
時
の
人
た
ち
の
生
活

が
見
え
て
き
ま
す
。
特
に
こ
の
辺（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

は
、学
問
を
さ
せ
る
こ
と
に
熱
心
な
地
域
で
、調
べ

て
い
く
と
お
も
し
ろ
い
地
域
で
す
。
米
の
道
、塩
の

道
の
街
道
筋
に
栄
え
た
ま
ち
で
、歴
史
的
価
値
の

あ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
文
化
財
や
く

だ
も
の
な
ど
、観
光
と
し
て
の
素
材
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
人
を
呼
ぶ
こ
と
を
み

ん
な
で
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
個
人
的
に
は
大
井
氏
の
研
究
を
は
じ
め
、中
世

の
社
会
構
造
な
ど
も
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、多
分
大
河
ド
ラ
マ
が
終
了
し
て
か

ら
で
な
い
と
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

山
梨
県
史
編
纂
室
勤
務
、山
梨
大
学
講
師 

著
書
に
は
、「
武
田
信
玄
」
、「
武
田
信
虎
」
、「
武
田
勝
頼
」
、

「
山
本
勘
助
」
な
ど
多
数
。 

profile

平
山 

優 

（
ひ
ら
や
ま 

ま
さ
る
） 

俳
句 

俳
句 

白
根
地
区 

冬
麗
の
あ
れ
が
師
の
村
友
の
街
　
　
　
　
　
浅
利 

昭
吾 

枯
菊
を
焚
い
て
六
腑
に
香
が
沁
み
る
　
　
　
川
手 

久
男 

い
つ
か
消
え
い
つ
か
聞
こ
え
て
手
毬
唄
　
　
保
坂 

敏
子 

方
丈
に
風
よ
く
通
る
吊
忍
　
　
　
　
　
　
　
米
山 

富
子 

初
秋
や
遠
寺
の
鐘
よ
く
透
る
　
　
　
　
　
　
河
村 

道 

法
善
護
国
寺
ゆ
っ
た
り
と
秋
が
あ
り
　
　
　
斉
藤 

史
子 

寒
稽
古
飛
脚
の
や
う
な
子
が
走
る
　
　
　
　
手
塚 

保
弘 

椎
老
樹
あ
か
ず
の
門
の
冷
え
び
え
と
　
　
　
落
合 

冨
美
子 

雁
渡
る
格
子
の
奥
の
仁
王
の
眼
　
　
　
　
　
内
藤 

利
子 

秋
麗
鯉
か
た
ま
り
て
紅
ほ
の
か
　
　
　
　
　
中
澤 

元
子 

松
過
ぎ
の
寄
り
集
ま
り
て
女
衆
　
　
　
　
　
中
澤 

清
子 

紅
葉
山
つ
く
づ
く
と
見
て
ま
た
生
き
る
　
　
小
林 

美
恵
子 

拙
な
き
も
巧
ま
き
も
そ
ら
へ
ど
ん
ど
焼
き
　
金
丸 

松
江 

大
空
へ
鵙
の
高
音
の
澄
む
日
な
り
　
　
　
　
中
込 

友
枝 

無
上
な
る
幸
せ
と
い
ふ
紅
葉
坂
　
　
　
　
　
碇 

富
美
恵 
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図書館 
だより 

M i n a m i - A l p s  C i t y

ライマ・作／宝迫典子・訳 
朔北社 

『おこりんぼうのアングリー』 

ＮＨＫ［好きなものだけ食べたい」取材班・他 
ＮＨＫ出版 

児童書 新刊案内 

お問合せ／休館日 

櫛形図書館 
1（280）3300 
　 5.12.19.22.26.30日 
白根桃源図書館 
1（284）6010 
　 5.12.19.21.26.30日 

わかくさ図書館 
1（283）1501 
　 5.12.19.21.26.30日 

八田ふれあい図書館 
1（285）5010 
　 5.12.19.21.26.30日 

甲西図書館 
1（282）7291 
　 5.12.19.21.26.30日 

I N F O R M A T I O N
L i b r a r y

美術館 
だより 

M i n a m i - A l p s  C i t y

I N F O R M A T I O N
M u s e u m

一般書 新刊案内 

おはなし会 

おはなし会 0.1.2

子ども映画会 「ムーミン谷の彗星」 

はるやすみ工作教室 「ぴょ～んぴょ～んがえる」 

14:00 

10:30 

10:30 

10:30 

10:30 

14:00

10:30 

10:30 

10:30 

10:30 

10:30

17日（土）  

10、24日（土）  

10日（土）  

毎週木曜日  

10日（土）  

毎週土曜日  

白 

わ 

甲 

櫛 

白 

櫛 

10：3028日（水） 八 

14：0027日（火） わ 

甲 

13日（火）  

16日（金）  

14日（水）  

15日（木）  

  6日（火）  

八 

わ 

図書館農業講座「手づくりこんにゃくを作ろう!!」 
申込受付3月2日（金）より先着20名／材料費300円 

13：3014日（水） 八 

工作教室 「エアーロケット」 14：3017日（土） 八 

工作教室 「羊毛でおひなさまを作ろう！」（要申込） 13：3017日（土） 甲 

工作教室 「万華鏡作り」（要申込） 13：3018日（日） 白 

環境講座 「エコライフー布ぞうりを作ろう！」（要申込） 13：3011日（日） わ 

子ども映画会 「トムとジェリー/ワイルド・スピード」 13：3028日（水） 櫛 

南アルプス市立図書館講演会 
講師:鎌田實氏/演題:「がんばらない」けど「あきらめない」 
－生きているって、すばらしい－　※整理券配布済 

13：3010日（土） 櫛 

3 月 の 催 し 物  

休 

休 

休 

休 

休 
『それでも「好きなものだけ」 
　　　　　　食べさせますか？』 

八 

日　時　3月16日（金） 
開　場　午後6時30分 
開　演　午後7時30分 
場　所　春仙美術館 
参加費　1,000円 
（コンサートチケット、美術館観覧料、軽食・お茶付） 
予約受付　3月1日（木）～ 
※先着50名様とさせていただきます。 

申込・お問合せ／春仙美術館 
1（282）6600

　南アルプス市立美術館では、「深沢幸雄の全
貌展」の開催を記念いたしまして、ミュージアムコ
ンサート「天野宣  篠笛の夕べ」を開催いたします。 
　天野宣さんの篠笛の音色と、深沢作品の魂と
魂の調和をぜひご堪能ください。 

ミュージアムコンサート 

天野宣  篠笛の夕べ 

蚊のポータンはおこりんぼうのちがだいすき。ポー
タンにチクリとさされたおこりんぼうのかいじゅう
アングリーは、ふんかびょうになってしまいました。
アングリーが火をはくと、はいた火で家がはんぶん

くろこげに！くちからも
はなからも火がでてと
まりません。なかまはみ
んなアングリーがこわく
てちかよれません。どう
したら、アングリーはふ
んかびょうがなおるので
しょうか・・。 

食育という言葉がここ数年良く聞かれます。実際
子どもたちはどんな食事をしているのか、そして

それは子どもたちにどん
な変化を与え、将来どんな
影響を及ぼすのか。この本
は以前放送された、ＮＨＫス
ペシャル「好きなものだけ
食べたい」の内容をもとに
作られました。「食べる」と
いう、当たり前ですがとて
も大事なことを改めて考
えさせられる本です。 
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け ん  

ぞ く  か  

こ う  

健
康
相
談 

母
子
健
康
手
帳
交
付 

母子保健事業の日程 

受付時間 午前9時～11時30分 
（都合が悪い場合は、必ずご連絡ください） 

※
で
き
る
限
り
本
人
が
来
所
し
て
く
だ

　
さ
い
。（
代
理
の
方
の
場
合
は
後
日
、本
人

　
と
連
絡
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

※
地
区
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、都
合

　
の
い
い
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

場　所　　　     　実施日 

櫛形健康センター 

7日（水） 

14日（水） 

20日（火） 

28日（水） 

甲西支所 

白根支所 

芦安支所 

若草支所 

八田支所 

6日（火） 

8日（木） 

20日（火） 

22日（木） 

23日（金） 

3月 
schedule

受付時間 午前9時～11時30分 
（都合が悪い場合は、必ずご連絡ください） 

※平成19年度からは、櫛形健康センターと芦安
支所での発行となります。 

場　所　 　　　　     実施日 

櫛形健康センター 

芦安支所 

毎週水曜日 

4日・11日・18日・25日 

17日（火） 

4月 
schedule

父・雄三 
母・薫利（藤田） 

春菜ももうすぐ１歳。 
上の子２人にもまれながら、 
日々強くなりました！ 

河澄 雛汰（ひなた）くん 

春菜（はるな）ちゃん 

咲羅（さくら）ちゃん 

森本 星音（せいね）ちゃん 

和奏（わかな）ちゃん 

天詩（てんし）くん 

風歌（ふうか）くん 

父・薫 
母・由美子（芦安芦倉） 

4ヵ月児健診 

 

12ヵ月児健診 

 

1歳6ヵ月児健診 

 

2歳児歯科健診 

 

3歳児健診 

ポリオ予防接種 

離乳食教室 ［要申込］  

赤ちゃんと妊婦さんのための 
栄養講座 ［要申込］ 

事業名 

※「離乳食教室」と「赤ちゃんと妊婦さんのための栄養講座」は、事前に健康増進課へお申込ください。 

実施日 対　象 受付時間 場　所 

25日 (水) 

27日 (金) 

11日 (水) 

20日 (金) 

  5日 (木) 

19日 (木) 

13日 (金) 

18日 (水) 

12日 (木) 

26日 (木) 

17日 (火) 

 

 

  6日 (金) 

10日 (火) 

23日 (月)

24日 (火)

H18年12月1日～17日生 

H18年12月18日～31日生 

H18年4月1日～18日生 

H18年4月19日～5月2日生 

H17年9月1日～13日生 

H17年9月14日～25日生 

H17年1月1日～14日生 

H17年1月15日～28日生 

H16年2月1日～15日生 

H16年2月16日～27日生 

H18年9月生 

 

 

甲西地区 

八田地区・芦安地区 

白根地区 

全妊婦 

午後1：15～2：00

午後1：00～1：30 

 

午後1：15～2：00

午前9：30～9：45

午後1：10～2：00

午前10：00～10：15

櫛形健康センター 

櫛形健康センター 

甲西保健福祉センター 

左から 

右 

中 

左 

上中 

元気が一番!! 
仲良く、大きく育ってね 

4月 

短いコメントを添えて 
市広報担当まで送ってください。 

お子さんの写真を募集しています。 
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人口／72,763人（+4）　男／35,913人（+13）　女／36,850人（-9）　世帯／24,084戸（+7） 
平成19年2月1日現在（対前月比） 

発行／平成19年3月1日　南アルプス市役所 1（055）282-1111（代表） 5（055）282-1112　 編集／広聴広報課 1（055）282-6074

各支所1／八田（285）0011　白根（283）3000　芦安（288）2112　若草（282）3100　甲西（282）3120　 
所在地／〒400-0395　山梨県南アルプス市小笠原376　　　HPアドレス　http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。 

「
地
域
づ
く
り

「
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

ま
ち
づ
く
り
」講
演
会

講
演
会 

「
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」講
演
会 

締
　
切
　
3
月
9
日（
金
） 

開
催
日
　
4
月
8
日（
日
） 

場
　
所
　
櫛
形
総
合
公
園
陸
上
競
技
場 

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー 

　
　
　
弘
山
晴
美
選
手
・
森
脇
健
児
さ
ん 

開催日　3月28日（水） 
時　間　午後7時開演 
場　所　櫛形生涯学習センター 
演　題　「町に元気と魅力を出すために」 
講　師　フリーアナウンサー  青山 佳世氏 

【
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
事
務
局
】 

7
０
１
２
０（
７
１
１
）９
５
１ 

﹇
平
日
の
み
﹈ 

▼
参
加
に
関
す
る
お
問
合
せ 

【
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
】 

1（
２
８
４
）５
１
５
１ 

﹇
月
曜
定
休
﹈ 

▼
大
会
に
関
す
る
お
問
合
せ 

h
ttp
://w

w
w
.m
in
a
m
i-a
lp
s
-

sports.or.jp/m
arathon/index.htm

l

▼
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

第
5
回
南
ア
ル
プ
ス

回
南
ア
ル
プ
ス 

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン 

参
加
締
切
迫
る

参
加
締
切
迫
る 

第
5
回
南
ア
ル
プ
ス 

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン 

参
加
締
切
迫
る 

市
は
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
南
ア
ル
プ
ス
IC
・
白
根
IC
周
辺
の

魅
力
あ
る
土
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
自
由
） 

◆申込・お問合せ 
【政策秘書課】1（282）7294

【講師プロフィール】 
政府の「観光立国懇談会」や「使
えるハイウェイ推進会議」など、
多くの委員を歴任。ＮＨＫの朝の
番組「季節の旅」で、全国226ヵ
所を旅し、地域づくりや環境問
題など、数多くの体験をもとにし
た講演は好評を得ている。 

▼南アルプスＩＣ付近 

十日市が終わった2月中旬、

深澤栄則さん（藤田）の

ハウス栽培による桃畑は

満開にほころび、授粉作

業の真っ最中でした。 

表紙の写真 
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